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市 政 ル ポ 魚
う お ぬ ま

沼市

地
域
資
源
活
用
を
推
進
力
に

新
た
な
ス
テ
ッ
プ
へ

財
政
改
善
に
努
め
た
新
市
発
足
後
の
10
年

　

平
成
の
大
合
併
で
は
広
大
な
面
積
を
有
す
る
都

市
が
い
く
つ
も
誕
生
し
た
。
新
潟
県
北
魚
沼
郡
の

旧
６
町
村
（
小
出
町
、
堀
之
内
町
、
湯
之
谷
村
、
広

神
村
、
守
門
村
、
入
広
瀬
村
）
が
合
併
し
、
平
成
16

年
11
月
に
発
足
し
た
新
設
合
併
市
・
魚
沼
市
も
そ

の
代
表
的
な
事
例
の
一
つ
で
、
面
積
９
４
６
・
76

㎢
は
全
国
８
１
３
市
区
中
の
第
25
位
に
相
当
す
る

広
さ
だ
。

　

市
域
の
85
％
が
森
林
地
帯
に
覆
わ
れ
た
魚
沼
市

は
、
毎
年
の
よ
う
に
２
ｍ
か
ら
３
ｍ
の
積
雪
を
記

録
す
る
世
界
有
数
の
豪
雪
都
市
（
特
別
豪
雪
地
帯
）

で
も
あ
る
。
豪
雪
は
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
も
た
ら

す
半
面
、
豊
か
な
伏
流
水
を
は
ぐ
く
ん
で
く
れ
る
。

豊
富
で
清
冽
な
水
の
恵
み
は
文
字
通
り
の
天
然
資

源
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
や

山
里
の
恵
み
な
ど
、
高
品
質
で
知
ら
れ
る
「
魚
沼
ブ

ラ
ン
ド
の
食（
食
材
・
食
品
類
）」を
生
み
出
す
源
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
象
徴
す
る
魚
沼
地
域
の

「
食
」
に
関
す
る
ブ
ラ
ン
ド
力
は
全
国
区
レ
ベ
ル
だ
。

特
に
魚
沼
市
は
、
平
成
25
年
に
民
間
調
査
会
社
・

ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
「
食
」
に
関
す

る《
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
》に
よ
れ
ば
、「
地
元
産
の

食
材
が
豊
富
と
思
わ
れ
る
市
町
村
」
部
門
で
全
国
２

位
、「
食
事
が
お
い
し
い
と
思
わ
れ
る
市
町
村
」
部

門
で
全
国
９
位
、「
農
林
水
産
業
が
盛
ん
な
ま
ち
と

思
わ
れ
る
市
町
村
」
部
門
で
全
国
１
位
に
そ
れ
ぞ
れ

ラ
ン
ク
イ
ン
。
全
市
町
村
中
の
総
合
ト
ッ
プ
・
函

館
市
に
次
い
で
、
魚
沼
市
お
よ
び
魚
沼
地
域
の
総

合
的
な
好
感
度
の
高
さ
が
改
め
て
証
明
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
市
域
の
一
部
が
尾
瀬
国
立
公
園
や
越
後
三

山
只
見
国
定
公
園
の
域
内
に
あ
る
よ
う
に
、
美
し
い

景
観
も
魚
沼
市
の
重
要
な
地
域
資
源
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
優
れ
た
地
域
資
源
の
数
々
を
擁
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
新
設
合
併
市
・
魚
沼
市
は
、
平

成
26
年
11
月
に
市
制
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

そ
し
て
市
制
11
年
目
と
な
る
平
成
27
年
度
の
ス

タ
ー
ト
に
当
た
り
、
新
潟
県
初
の
女
性
首
長
で
も

あ
る
大
平
悦
子
・
魚
沼
市
長
（
平
成
20
年
12
月
に
第

２
代
市
長
就
任
・
２
期
目
）
は
、
今
後
の
市
政
運
営

に
つ
い
て
、
将
来
に
目
を
向
け
た
方
向
へ
と
舵
を

切
る
旨
の
所
信
表
明
を
行
っ
た
。
そ
の
重
点
施
策

は「
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
」「
地
域
資
源
を
活
用

し
た
産
業
お
こ
し
」「
第
一
次
総
合
計
画
の
仕
上
げ
」

「
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
の
４
点
で

あ
る
。

　
「
魚
沼
市
は
ご
承
知
の
よ
う
に
地
域
資
源
の
非
常

に
豊
富
な
ま
ち
で
す
が
、
旧
６
町
村
時
代
に
抱
え

て
い
た
各
種
の
課
題
も
合
併
時
に
そ
の
ま
ま
合
算

大
おおだいらえつこ

平悦子
魚沼市長

FEBRUARY 2016 市政 32



さ
れ
、
特
に
ス
タ
ー
ト
当
初
は
財
政
的
に
大
き
な

問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
合
併
１
週
間

前
に
は
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
。
新
市
の
船
出

は
、
震
災
復
興
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
職
員
一
丸
に
よ
る
努
力
の

積
み
重
ね
で
、
何
と
か
市
政
運
営
を
切
り
盛
り
し
、

将
来
に
目
を
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
意
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
の
所
信
表
明
で
挙
げ
た
４
つ
の
重

点
施
策
は
、
最
大
の
懸
案
だ
っ
た
財

政
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の
10
年
間
で

そ
れ
な
り
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
、
よ
う
や
く
少
し
は
夢
を
語
れ

る
状
況
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
具
体
的
な
課

題
解
決
へ
の
意
気
込
み
と
と
も
に
示
し
た
も
の
な

の
で
す
」（
大
平
市
長
）

　

魚
沼
市
の
財
政
改
善
状
況
の
進
ち
ょ
く
度
は
、

例
え
ば
新
市
ス
タ
ー
ト
翌
年
に
当
た
る
平
成
17
年

度
の
実
質
公
債
費
比
率
21
・
9
％
が
、
合
併
10
年

目
の
平
成
26
年
度
に
は
９
・
９
％
に
低
下
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

年
々
進
む
人
口
減

や
、
事
業
所
進
出
の
鈍

化
な
ど
に
よ
る
税
収

の
伸
び
悩
み
は
あ
る

に
せ
よ
、
人
員
削
減
な

ど
の
痛
み
を
伴
う
改

革
も
含
め
た
多
角
的

な
取
り
組
み
に
よ
り
、

行
政
運
営
の
ス
リ
ム

化
は
着
実
に
進
ん
で

い
る
と
い
え
る
。

対
照
的
な
展
開
の
庁
舎
再
編
と
医
療
再
編

　

行
政
運
営
の
ス
リ
ム
化
は
、
や
は
り
合
併
以
来
の

懸
案
と
な
っ
て
い
る
市
庁
舎
の
統
合
・
再
編
問
題
が

解
決
す
れ
ば
、
よ
り
一
層
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る（
魚

保存した雪3万ｔを活用する「うおぬま夏の雪まつり」（大湯・銀山平）

黄金色に輝く稲穂と純白な魚沼産コシヒカリのおにぎり

11月からはじまる雪囲いは冬の風物詩（小出庁舎）玄関がかさ上げされた豪雪地帯ならではの住宅様式（高床式住宅）
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沼
市
の
市
庁
舎
は
現
在
、
実
質
的
に
旧
６
町
村
時
代

の
庁
舎
に
機
能
が
分
散
、
本
庁
舎
の
建
設
と
機
能
の

統
合
・
集
約
化
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
）。

　

大
平
市
長
は
新
市
の
ス
タ
ー
ト
当
初
、
魚
沼
市
議

会
議
員
を
務
め
て
お
り
、「
庁
舎
の
即
時
的
な
建
設

を
前
提
と
す
る
統
合
・
再
編
は
時
期
尚
早
と
し
て
、

当
時
は
反
対
を
表
明
す
る
立
場
に
あ
っ
た
」と
語
る
。

し
か
し
、
魚
沼
市
に
な
っ
て
約
10
年
が
経
過
し
た
現

在
、
財
政
改
善
が
進
み
、
職
員
や
市
民
の
一
体
化
も

か
な
り
進
展
す
る
な
ど
、
事
情
は
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
10
年
間
の
市
政
の
積
み
重
ね
を
経
て
、
市

役
所
業
務
も
よ
り
高
度
化
・
複
雑
化
し
て
お
り
、
分

庁
舎
方
式
を
さ
ら
に
続
け
る
意
味
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
例
え
ば
会
議
一
つ
招
集
す
る
に
も
、
遠
方
の
庁

舎
か
ら
本
庁
舎（
小
出
庁
舎
）ま
で
車
で
片
道
30
分
も

掛
か
る
な
ど
、
不
合
理
な
局
面
が
随
所
に
現
れ
つ
つ

あ
る
と
い
う
。

　
「
ほ
か
に
克
服
す
べ
き
懸
案
が
多
か
っ
た
合
併
当

時
と
違
い
、
今
や
い
ろ
い
ろ
な
意
味
に
お
い
て
、
庁

舎
の
統
合
・
再
編
は
行
う
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
本
当
は
既
存
の
施
設
を
活
用

す
る
形
で
の
一
本
化
を
図
れ
れ
ば
一
番
い
い
の
で
す

が
、
耐
震
問
題
へ
の
対
応
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
は
無

理
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
本

庁
舎
の
建
設
予
定
地
も
数
カ
所
選
定
し
、
後
は
12
月

（
平
成
27
年
）の
定
例
会
に
議
案
と
し
て
提
出
し
て
い

る『
魚
沼
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
』の
制
定
が

可
決
さ
れ
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
動
き
出
せ
る
状
態
な

の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
各
地

域
間
の
調
整
を
含
め
て
、
今
も
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や

意
見
が
あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
の
が
正
直

な
と
こ
ろ
で
す
ね
」（
大
平
市
長
）

　

平
成
27
年
12
月
初
頭
の
取
材
時
に
大
平
市
長
は
こ

の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
同
年
12
月
の

定
例
会
で
は
可
決
さ
れ
ず
、
こ
の
稿
を
作
成
し
て
い

る
平
成
28
年
１
月
現
在
も
、
継
続
審
査
事
項
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。

　

新
市
ス
タ
ー
ト
当
初
か
ら
の
懸
案
の
一
つ
だ
っ
た

市
庁
舎
の
統
合
・
再
編
問
題
は
、
さ
ら
に
今
後
の
展

開
を
待
つ
し
か
な
い
が
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
懸
案

事
項
だ
っ
た
医
療
再
編
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
見

て
も
稀
な
ほ
ど
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
改
革
が
、
魚
沼

市
を
は
じ
め
と
す
る
魚
沼
地
域
で
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

魚
沼
地
域
（
魚
沼
市
・
南
魚
沼
市
・
十
日
町
市
・

小
千
谷
市
・
津
南
町
・
湯
沢
町
）
の
医
療
再
編
は
、

魚
沼
市
・
南
魚
沼
市
の
市
町
村
合
併
な
ど
に
よ
る
地

域
再
編
の
動
き
と
併
せ
て
、
新
潟
県
お
よ
び
関
係
市

町
の
協
働（
連
携
・
協
力
）に
よ
っ
て
計
画
立
案
さ
れ
、

進
め
ら
れ
て
き
た
。

旧県立小出病院のプライマリケアを引き継いだ魚沼市立小出病院

ゴール後に地元産のスイカと魚沼産コシヒカリのおにぎりが待つ真
夏の人気イベント「枝折峠ヒルクライム」（毎年8月開催）

食べ物付き情報誌として各地で人気の「食べる通信」の魚沼版「魚沼
食べる通信」（平成27年11月〜）
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（新潟県）

　

も
と
も
と
新
潟
県
は
47
都
道
府
県
の
う
ち
医
師
不

足
が
か
な
り
目
立
つ
地
域
と
さ
れ
、
さ
ら
に
県
内
で

は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
魚
沼
地
域
の
医
師
不

足
が
よ
り
顕
著
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す

る
た
め
に
、
新
潟
県
お
よ
び
関
係
各
市
町
は
地
元
医

師
会
、
地
域
の
各
医
療
機
関
、
新
潟
大
学
お
よ
び
北

里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院
な
ど
と
手
を
携
え
、
平

成
17
年
に
「
地
域
の
医
療
高
度
化
の
基
本
方
針
」
を
、

平
成
23
年
に
は
「
魚
沼
基
幹
病
院
基
本
計
画
」
を
策

定
。
平
成
24
年
度
地
域
医
療
再
生
基
金
を
活
用
し

て
、
魚
沼
基
幹
病
院
（
管
轄
は
新
潟
県
、
南
魚
沼
市

に
立
地
）の
整
備
を
ま
ず
開
始
し
た
の
だ
っ
た
。

　

医
療
再
編
後
の
地
域
医
療
圏
に
お
け
る
マ
グ
ネ
ッ

ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
魚
沼
基
幹

病
院
は
、
平
成
27
年
６
月
１
日
に
開
業
。
４
５
４
床

を
有
し
、
地
域
の
三
次
救
急
と
高
度
医
療
を
担
う
文

字
通
り
の
基
幹
病
院
で
、
新
潟
大
学
地
域
医
療
教
育

セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
た
。
同
教
育
セ
ン
タ
ー
は
主

に
研
修
医
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
集
う
地
域
医
療
の
教

育
の
場
と
し
て
機
能
す
る
も
の
だ
が
、
同
時
に
魚
沼

地
域
の
医
師
不
足
を
補
う
た
め
の
交
流
サ
ロ
ン
的
な

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

魚
沼
基
幹
病
院
の
開
業
と
同
日
に
、
魚
沼
市
立
小

出
病
院
（
90
床
、
今
後
、
療
養
病
棟
と
合
わ
せ
て

１
３
４
床
に
な
る
予
定
）
と
南
魚
沼
市
立
六
日
町
病

院（
20
床
）が
、
そ
し
て
平
成
27
年
11
月
に
は
南
魚
沼

市
民
病
院（
１
４
０
床
）が
開
院
す
る
な
ど
公
立
総
合

病
院
も
次
々
に
開
業
し
た
。
さ
ら
に
、
ゆ
き
ぐ
に
大

和
病
院（
南
魚
沼
市
、
２
３
９
床
）、
内
科
専
門
の
堀

之
内
病
院（
魚
沼
市
、
50
床
）な
ど
旧
来
の
公
立
病
院

も
再
整
備
さ
れ
た
。
付
随
し
て
魚
沼
地
域
内
の
病
院

群
と
地
域
の
診
療
所
群
に
よ
る
病
診
連
携
体
制
の
整

備
も
着
々
と
浸
透
し
始
め
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
魚
沼
市
内
に
立
地
す
る
公
立
病
院
の
運

営
は
す
べ
て
、
今
回
の
医
療
再
編
に
伴
い
設
立
さ
れ

た
一
般
財
団
法
人
・
魚
沼
市
医
療
公
社
（
魚
沼
市
・

新
潟
県
・
新
潟
大
学
・
北
里
大
学
・
小
千
谷
市
医
師

会
な
ど
各
関
連
団
体
や
機
関
の
代
表
が
理
事
を
務
め

る
）が
指
定
管
理
者
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

健
康
増
進
・
病
気
予
防
に
も 

資
す
る「
食
ま
ち
」発
信

　
「
今
回
の
医
療
再
編
を
魚
沼
市
の
側
の
視
点
で
見

る
と
、
大
き
く
は
魚
沼
市
に
以
前
か
ら
立
地
し
て
い

た
新
潟
県
立
小
出
病
院
が
担
っ
て
い
た
機
能
の
う

ち
、
主
に
地
域
医
療（
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
）の
部
門
を

新
設
さ
れ
た
魚
沼
市
立
小
出
病
院
が
引
き
継
ぎ
、
各

種
の
高
度
医
療
を
や
は
り
新
設
さ
れ
た
魚
沼
基
幹
病

院
が
担
う
役
割
分
担
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
両
者

を
核
に
し
て
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
す
る
病
診

連
携
体
制
の
構
築
お
よ
び
周
辺
地
区
も
含
め
た
医
療

圏
の
再
構
築
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
制

が
魚
沼
地
域
全
体
に
及
ぶ
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
医

療
水
準
の
向
上
や
、
医
師
不
足
の
解
消
に
向
け
て
の

動
き
が
今
後
期
待
さ
れ
て
き
ま
す
」（
大
平
市
長
）

　

ま
た
医
療
再
編
の
課
題
の
一
つ「
周
産
期
医
療
の
構

築
」
に
つ
い
て
は
、
魚
沼
基
幹
病
院
を
セ
ン
タ
ー
に
、

日本のミケランジェロと称される石川雲蝶が制作した欄間（永林寺）

1797年に建築された豪農の館「旧目黒邸」（国指定重文）
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魚
沼
市
立
小
出
病
院
で
も
外
来
診
療
が
で
き
る
形
を

取
る
こ
と
で
、
市
内
在
住
の
子
育
て
世
代
や
里
帰
り

出
産
を
計
画
す
る
地
元
出
身
の
子
育
て
世
代
に
も
安

心
感
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。

　

さ
ら
に
市
立
小
出
病
院
で
は
開
業
以
来
、
毎
週
木

曜
日
を「
夕
暮
れ
診
療
の
日
」と
し
て
、
通
常
17
時
ま

で
の
診
療
時
間
を
19
時
ま
で
延
長
す
る
な
ど
、
よ
り

使
い
勝
手
の
い
い
公
立
病
院
の
在
り
方
を
さ
ま
ざ
ま

に
模
索
し
て
い
る
。
例
え
ば
不
定
期
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
、
小
出
病
院
院
長
に
よ
る
地
域
住
民
が
対
象

の
医
療
教
室
な
ど
も
そ
の
一
環
だ
が
、
単
に
医
療
機

能
を
再
編
す
る
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
拡
充
・
再
編

と
と
も
に
常
に
地
域
へ
の
情
報
発
信
や
積
極
的
な
交

流
活
動
を
通
じ
て
、「
み
ん
な
で
地
域
医
療
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
」（
大
平
市
長
）
た
め
の
努
力
が
、

オ
ー
ル
魚
沼
体
制
で
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
に
、

魚
沼
地
域
医
療
再
編
の
大
き
な
特
質
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
着
々
と
進
む
医
療
再
編
は
地
域

に
暮
ら
す
人
々
に
大
き
な
安
心
を
も
た
ら
す
体
制
づ

く
り
と
も
い
え
る
が
、
魚
沼
の「
食
」を
発
信
す
る「
食

ま
ち　

う
お
ぬ
ま
」（
正
式
名
称
は『
魚
沼
市
の
食
で
つ

な
が
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
』）
事
業
の
計
画
は
、
良

質
な
食
の
提
供
を
通
じ
て
地
域
に
健
康
と
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
の
に
ぎ
わ
い（
活
性
化
）を
、
つ
ま
り
は「
元

気
」を
も
た
ら
す
体
制
づ
く
り
へ
の
試
み
で
あ
る
。

　

市
庁
舎
の
統
合
・
再
編
や
医
療
再
編
が
、
市
制
11

年
目
（
平
成
27
年
度
以
降
）
か
ら
始
ま
っ
た
「
重
点
施

策
」の
う
ち「
第
一
次
総
合
計
画
の
仕
上
げ
」の
一
環
に

当
た
る
と
し
た
ら
、「
食
ま
ち　

う
お
ぬ
ま
」
事
業
は

近
い
将
来
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
お
こ
し
」

お
よ
び「
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」を
担

う
代
表
的
な
事
例
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
「『
食
ま
ち 

う
お
ぬ
ま
』（
魚
沼
市
の
食
で
つ
な
が

る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
）
の
計
画
づ
く
り
は
平
成
26

年
４
月
の『
魚
沼
市
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
チ
ー
ム
』

の
設
置
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
取
り
組
み
の
主
な

内
容
は
《
食
育
に
よ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
》《
生
産

者
と
消
費
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム

の
定
着
》《
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
充
》《
体
験
交
流
型
観

光
等
の
振
興
》《
食
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
・
情
報
発
信
》

に
大
別
で
き
ま
す
」（
大
平
市
長
）

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
魚
沼
市
お
よ
び
魚
沼
地
域
の

「
食
」に
関
す
る
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
全
国
区
レ
ベ

ル
で
非
常
に
高
い
。
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
民

間
企
業
な
ど
に
よ
る
個
々
の
発
信
は
既
に
盛
ん
だ

が
、「
食
ま
ち　

う
お
ぬ
ま
」は
そ
れ
ら
の
個
々
の
動

き
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
し
、
統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ

る「
魚
沼
の
食
」の
さ
ら
な
る
発
信
を
行
う
も
の
と
い

え
る
。
併
せ
て
食
を
通
じ
た
市
民
の
健
康
増
進
、
雇

用
の
場
の
拡
大
、
観
光
振
興
な
ど
を
図
り
、
総
合
的

1500ｔの雪が入るJA北魚沼の利雪型米穀低温貯蔵施設（写真は平成
27年12月現在。この写真に写っている雪は平成27年2月の雪）

雪の冷風が送られるJA北魚沼の低温貯蔵庫

1月〜 2月には雪室は雪でいっぱいに

酒造会社（玉川酒造）の雪室
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な
観
点
か
ら
の「
元
気
」を
醸
成
し
よ
う
と
す
る
試
み

で
も
あ
る
。

将
来
に
目
を
向
け
た 

ま
ち
づ
く
り
の
芽
吹
き

　
「
食
ま
ち　

う
お
ぬ
ま
」
事
業
（
事
業
実
施
期
間
は

平
成
28
年
度
〜
37
年
度
ま
で
の
10
年
間
）
の
具
体
的

な
取
り
組
み
開
始
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
魚
沼
市
に
は

魚
沼
基
幹
病
院
と
水
無
川
を
挟
ん
で
立
地
す
る
新
し

い
工
業
団
地「
水
の
郷
工
業
団
地
」が
あ
り
、
食
品
大

手
の「
テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク（
株
）」が
早
速
進
出
し
た
こ

と
で
話
題
に
な
っ
た
。
水
無
川
と
魚
野
川
の
合
流
部

に
も
近
い
こ
の
地
区
は
と
り
わ
け
伏
流
水
が
豊
富
な

場
所
で
、
魚
沼
市
で
は
今
後
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
に

続
く
食
品
関
連
会
社
の
誘
致
を
強
化
し
て
い
く
と
い

う
。
近
い
将
来
、
全
国
区
レ
ベ
ル
の
食
品
加
工
業
者

に
よ
る「
魚
沼
メ
イ
ド
」の
食
品
が
大
規
模
に
流
通
し

て
い
く
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
話
で
あ
り
、「
食
ま
ち　

う
お
ぬ
ま
」
の
今
後
の
展
開
や
地
産
食
材
の
六
次
産

業
化
な
ど
と
の
相
乗
効
果
が
と
て
も
楽
し
み
だ
。

　

魚
沼
市
の
重
点
施
策
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産

業
お
こ
し
」
に
は
、
ほ
か
に
も
魚
沼
市
な
ら
で
は
の

特
質
を
生
か
し
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
典
型
的
な
事

業
が
雪
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
事
業
だ
。
今
回
の

取
材
で
は
Ｊ
Ａ
北
魚
沼
の
利
雪
型
米
穀
低
温
貯
蔵
施

設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
毎
年
１
月
か
ら
２

月
に
雪
室
に
貯
蔵
し
た
雪（
約
１
５
０
０
ｔ
）を
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
低
温
貯
蔵
に
活
用
し
て
い
る
。
環
境
に
優

し
い
自
然
の
冷
気（
雪
冷
房
）が
広
大
な
低
温
貯
蔵
庫

の
室
温
を
５
度
、
13
度
〜
15
度
に
保
ち
、
食
味
品
質

ご
と
に
区
分
保
管
す
る
施
設
だ
。
も
と
も
と
高
品
質

な
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
こ
の
よ
う
な
貯
蔵
法
を

取
る
こ
と
で
よ
り
一
層
の
食
味
向
上
が
得
ら
れ
る
と

い
う
。
ま
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
も
、
電
気

を
使
用
し
た
低
温
倉
庫
な
ど
に
比
べ
Ｃ
Ｏ
２

が
76
％
も
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
雪
室
を
活
用
し
た
低
温
貯
蔵
は
酒
造
会

社
の
大
吟
醸
酒
保
存
用
倉
庫
や
、
特
産
品
で

あ
る
ユ
リ
の
芽
伸
ば
し
調
整
、
住
宅
用
の
天

然
ク
ー
ラ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　

豪
雪
地
帯
で
あ
る
が
ゆ
え
の
こ
う
し
た
自

然
環
境
は
、「
一
方
で
魚
沼
地
域
の
止
ま
ら

な
い
人
口
減
少
化
の
要
因
の
一
つ
」（
大
平
市

長
）
と
も
な
っ
て
い
る
の
は
否
め
な
い
。
だ
が
豪
雪

も
地
域
資
源
の
一
つ
と
と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
豊
か
な
水
や
食
材
、
雪
そ
の
も
の
を
も
利
用
す
る

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
お
こ
し
」が
少
し
ず
つ

実
を
結
ん
で
い
け
ば
、
雇
用
の
場
の
拡
大
、
観
光
振

興
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
を
通
じ
て
、
い
つ
か
人

口
減
少
化
の
抑
止
力
と
も
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
魚
沼
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
に
は
高
齢
者

や
病
弱
者
宅
の
雪
下
ろ
し
支
援
も
当
然
の
こ
と
と

し
て
含
ま
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
自
然
環
境
に
暮
ら

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
「
絆き
ず
なを

大
切
に
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
力
」
が
自
然
に
培
わ
れ
て
き
た
。
２
年
前
か

ら
始
ま
っ
た「『
ふ
る
さ
と
力
』を
生
か
し
た
学
校
づ

く
り
」
も
、
魚
沼
市
の
多
彩
な
自
然
環
境
や
伝
統
芸

能
・
文
化
な
ど
を
活
用
し
た
、
独
自
の
次
世
代
育

成
（
人
づ
く
り
）
施
策
だ
。
市
制
11
年
目
に
始
ま
っ

た
魚
沼
市
の
「
将
来
に
目
を
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
」

の
芽
吹
き
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
感
じ
取
れ
る
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
27
年
12
月
１
日
）

奥只見湖から船で向かう「魚沼から行く尾瀬」（毎年6月開通式）

存続が危ぶまれる只見線を盛り上げるため、魚沼市
では「只見線に手を振ろう条例」を策定
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